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築
地
小
劇
場
の
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ

武

田

清

　
　
　
　
1

　
大
正
の
末
年
か
ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
築
地
小
劇
場
で
は
、

エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
大
し
た
人
気
者
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
築
地

小
劇
場
』
誌
上
に
五
回
に
わ
た
っ
て
「
近
代
ロ
シ
ア
演
出
家
論
」

を
連
載
し
た
八
住
利
雄
は
、
第
一
回
め
か
ら
次
の
よ
う
に
言
っ
て

エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
論
を
始
め
る
の
で
あ
る
。

　
「
一
つ
の
純
粋
な
芸
術
的
完
成
を
示
し
て
納
ろ
う
と
す
る
演
劇

　
よ
り
も
、
演
出
家
が
生
き
生
き
し
い
人
生
観
や
社
会
観
の
血
を

　
も
っ
て
、
動
か
し
つ
づ
け
て
い
る
よ
う
な
演
劇
に
、
僕
は
興
味

　
を
持
つ
。
…
…
ニ
コ
ラ
イ
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
エ
ヴ
レ
イ
ノ

　
ブ
か
ら
始
め
る
已
　
（
大
正
一
五
年
第
二
号
）
　
（
注
1
）

　
八
住
利
雄
は
五
回
の
連
載
の
う
ち
実
に
四
回
分
を
エ
ヴ
レ
イ
ノ

ブ
の
演
劇
論
の
紹
介
に
当
て
（
最
終
回
の
み
コ
ミ
ッ
サ
ル
ジ
ェ
フ

ス
キ
ー
）
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
も
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
も
無
視

し
て
し
ま
う
。
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
演
劇
論
は
同
誌
上
で
、
主
に
八

住
利
雄
と
熊
澤
復
六
の
手
で
幾
度
に
も
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
、
論

じ
ら
れ
た
。
そ
の
回
数
と
量
で
比
べ
れ
ば
、
’
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
メ

イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
は
る
か
に
し
の
い
で
い
る
。
彼
の
演
劇
論
の
ど

こ
が
、
ま
た
何
が
当
時
の
若
手
演
劇
研
究
者
の
関
心
を
強
く
引
き

付
け
た
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
改
め
て
『
築
地
小
劇
場
』
の
頁
を
繰
っ
て
み
る
と
、
彼
ら
の
関

心
の
焦
点
は
く
演
劇
性
V
、
〈
モ
ノ
ド
ラ
マ
〉
、
〈
人
生
の
演
劇

化
〉
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
同
時
に
そ
こ

に
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
演
劇
論
に
つ
い
て
の
奇
妙
な
混
同
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。

　
最
初
に
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
名
が
同
誌
上
に
現
れ
る
の
は
、
　
「
劇

場
に
於
け
る
新
し
き
道
」
　
（
大
正
一
三
年
第
四
号
北
村
喜
八
訳
）

で
あ
る
。
こ
の
短
い
論
稿
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
の
あ
ら
ゆ
る
瞬
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間
が
演
劇
で
あ
る
が
故
に
、
人
生
は
一
つ
の
劇
場
で
あ
り
、
演
劇

化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
は
わ
れ
わ
れ
自
身
を
称

讃
す
る
の
だ
、
と
い
う
彼
お
得
意
の
、
人
生
の
演
劇
化
論
が
展
開

さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
大
正
一
四
年
第
一
号
で
は
「
エ
ウ
リ
エ

イ
ノ
ブ
の
再
評
価
」
と
題
し
て
八
住
利
雄
が
筆
を
執
っ
て
い
る
。

こ
の
論
稿
で
は
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
が
革
命
後
の

ロ
シ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
化
さ
れ
た
劇
場
に
お
い
て
こ
そ
再

評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
　
「
人
生
を
劇
場
化
す
る
事
は
、
結

果
と
し
て
は
真
実
を
誇
張
し
虚
偽
を
感
激
す
る
事
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
う
す
る
事
に
よ
っ
て
、
平
凡
な
怠
屈
な
人

生
を
有
意
義
に
す
る
の
だ
。
誇
張
と
虚
偽
と
が
そ
の
ま
ま
に
真
実

と
な
る
。
そ
こ
に
濃
刺
た
る
刺
戟
に
満
ち
た
現
実
の
人
生
が
建
築

さ
れ
る
の
だ
」
と
八
住
利
雄
は
熱
っ
ぽ
く
主
張
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
後
大
正
一
五
年
第
二
号
か
ら
、
彼
の
「
近
代
ロ
シ
ア
演

出
家
論
」
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
八
住
利
雄
や
熊
澤
復
六
の
論
稿
を
読
ん
で
い
る
と

幾
つ
か
奇
妙
な
点
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
第
一
に
、
彼
ら
は
エ
ヴ
レ

イ
ノ
ブ
の
経
歴
や
作
品
や
思
想
を
ロ
シ
ア
の
演
劇
研
究
者
ワ
シ
ー

リ
ー
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
や
欧
米
の
演
劇
研
究
者
セ
イ
ラ
ー
、
バ

ー
ク
シ
ー
、
ウ
ィ
ー
ナ
ー
、
ゴ
ー
ル
ド
ベ
ル
ク
ら
の
著
作
か
ら
学

ん
で
紹
介
す
る
と
断
っ
て
い
な
が
ら
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
ロ
シ
ア

演
劇
史
上
で
異
彩
を
放
っ
て
い
る
二
つ
の
事
実
に
つ
い
て
は
つ
い

に
知
ら
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

彼
が
一
幕
劇
『
心
の
劇
場
』
を
書
い
て
自
ら
演
出
し
た
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
の
小
劇
場
が
〈
歪
ん
だ
鏡
〉
座
と
い
う
劇
場
で
あ
っ
た
こ
と

を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
が
パ
ロ
デ
ィ
や
ア
イ
ロ

ニ
ー
専
門
の
、
い
わ
ゆ
る
芸
術
キ
ャ
バ
レ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
。
つ
ま
り
、
『
心
の
劇
場
』
が
抱
腹
絶
倒
の
パ

ロ
デ
ィ
劇
で
あ
る
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
、

彼
ら
は
こ
の
作
品
が
モ
ノ
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
思
い
込
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
ロ
シ
ア
十
月
革
命
後
ほ
と

ん
ど
活
動
を
停
止
し
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

実
は
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
革
命
後
も
活
動
を
続
け
て
い
た
。
続
け

て
い
た
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
一
九
二
〇
年
十
一
月
に
は
、
革
命
成

功
三
周
年
を
盛
大
に
祝
う
大
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
劇
『
冬
宮
奪
取
』
を

演
出
・
総
指
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
が
革
命
政
府
の
芸
術
・

宗
教
政
策
に
失
望
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
由
で
パ
リ
へ
亡
命
し
た

の
は
　
九
二
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
く
せ
奇
妙
な
こ
と
に
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
一
九
二
〇
年
に

書
き
、
翌
二
一
年
に
上
演
さ
れ
て
（
演
出
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
）
大
反

響
を
呼
び
起
こ
し
た
戯
曲
『
最
も
重
要
な
こ
と
』
は
知
っ
て
い
て
、

八
住
利
雄
は
そ
の
翻
訳
ま
で
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
日
本
の
研
究
者
た
ち
は
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
「
モ
ノ
ド
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ラ
マ
論
」
が
非
常
に
気
に
入
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
ど
う
も

そ
こ
に
何
か
別
の
も
の
が
混
入
し
た
ら
し
く
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

何
か
別
の
も
の
と
は
、
彼
ら
が
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
一
幕
劇
『
陽
気

な
死
』
と
『
心
の
劇
場
』
と
を
、
と
も
に
モ
ノ
ド
ラ
マ
そ
の
も
の
、

あ
る
い
は
そ
の
理
論
を
使
っ
て
書
か
れ
た
戯
曲
で
あ
る
と
思
い
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
二
作
と
も
、
エ
ヴ
レ
イ

ノ
ブ
が
主
張
し
た
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
か
ら
言
っ
て
も
、
従
来
か
ら
の

モ
ノ
ド
ラ
マ
概
念
か
ら
言
っ
て
も
モ
ノ
ド
ラ
マ
で
は
な
い
。

　
　
　
　
2

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
、
そ
の
演
劇
論
が
研
究
、
紹
介
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
そ
の
戯
曲
が
実
際
に
築
地
小
劇
場
の
舞
台
で
上
演
さ
れ

て
い
る
。
翻
訳
し
た
の
は
高
倉
輝
（
彼
は
後
に
好
ん
で
タ
カ
ク
ラ
・

テ
ル
と
記
し
た
）
で
あ
る
。

　
高
倉
輝
は
す
で
に
大
正
七
年
に
は
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
『
陽
気

な
死
』
（
単
行
本
で
は
『
道
化
芝
居
』
）
を
翻
訳
し
て
い
る
。
こ

れ
を
上
演
台
本
に
用
い
て
演
出
し
た
の
が
、
友
達
座
時
代
の
土
方

与
志
で
、
大
正
七
年
九
月
に
第
二
回
試
演
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い

る
。
『
陽
気
な
死
』
が
収
め
ら
れ
た
高
倉
輝
の
単
行
本
『
心
の
劇

場
』
（
内
外
出
版
　
大
正
十
年
）
の
は
し
が
き
に
は
、
　
コ
ニ
島
章

道
、
通
隆
両
氏
の
渡
欧
送
別
紀
念
の
為
に
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
エ
ト
に
上

場
せ
ら
れ
た
折
の
も
の
で
此
の
作
者
の
作
品
が
日
本
の
舞
台
に
登

っ
た
最
初
」
の
も
の
だ
と
あ
る
。

　
高
倉
輝
訳
の
『
陽
気
な
死
』
は
、
大
正
一
五
年
七
月
二
〇
日
か

ら
十
日
間
、
青
山
杉
作
演
出
で
築
地
小
劇
場
の
舞
台
に
か
け
ら
れ

た
。
主
役
の
ア
ル
レ
キ
ン
（
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
）
を
演
じ
た
の
が

千
田
是
也
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
こ
の
時
の
公
演
の
こ
と
を
『
も
う

ひ
と
つ
の
新
劇
史
』
（
筑
摩
書
房
　
一
九
七
五
年
）
の
中
で
次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
〈
無
産
者
の
夕
〉
を
開
く
た
め
の
資
金

が
う
ま
く
工
面
で
き
な
か
っ
た
千
田
は
、
そ
の
年
の
正
月
に
ゃ
め

た
築
地
の
舞
台
に
も
う
一
度
立
た
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
つ
い

た
。　
「
も
う
一
度
、
築
地
の
な
に
か
の
芝
居
に
出
し
て
貰
い
、
ど
う

　
せ
い
つ
も
空
い
た
席
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
切
符

　
を
く
千
田
是
也
渡
欧
費
応
援
V
と
い
う
名
目
で
頂
戴
し
、
み
ん

　
な
で
強
引
に
売
り
さ
ば
い
て
金
を
つ
く
る
方
法
を
考
え
つ
い
た
。

　
さ
っ
そ
く
小
山
内
先
生
や
土
方
先
生
に
事
情
を
あ
か
し
て
お
願

　
い
す
る
と
、
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
と
お
許
し
が
出
た
。
そ
の
年
の

　
正
月
に
築
地
を
や
め
た
私
が
七
月
二
〇
日
か
ら
十
日
間
、
青
山

　
先
生
演
出
の
『
陽
気
な
死
』
（
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
作
）
で
ア
ル
レ

　
ッ
キ
ー
ノ
の
役
を
演
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
の
た
め

　
で
あ
っ
た
凶

　
こ
の
公
演
で
は
千
田
是
也
の
他
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
役
で
田
村

秋
子
、
ピ
エ
ロ
役
で
友
田
恭
助
が
舞
台
に
立
っ
て
い
る
。
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翌
昭
和
二
年
に
は
五
月
一
四
日
か
ら
十
日
間
、
『
心
の
劇
場
』

が
吉
田
謙
吉
演
出
・
美
術
で
上
演
さ
れ
て
い
る
。
上
演
台
本
に
用

い
ら
れ
た
の
は
高
倉
輝
訳
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
築
地
小
劇
場

分
裂
後
の
昭
和
四
年
四
月
一
七
日
か
ら
一
週
間
、
築
地
小
劇
場
で

は
な
く
新
宿
武
蔵
野
館
で
、
土
方
与
志
演
出
、
吉
田
謙
吉
美
術
で

再
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
演
に
出
演
し
た
山
本
安
英
に
よ
る
と
、

新
築
地
劇
団
第
一
回
公
演
の
稽
古
期
間
中
、
　
「
稽
古
と
平
行
し
て
、

そ
の
間
の
生
活
費
を
得
る
為
に
、
新
宿
武
蔵
野
館
の
映
画
に
は
さ

ま
っ
て
」
　
（
『
歩
い
て
き
た
道
』
中
公
文
庫
）
上
演
さ
れ
た
の
だ

と
言
う
。
観
客
に
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
か
は
、
残
念
な
が

ら
書
か
れ
て
い
な
い
。

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
戯
曲
の
日
本
に
お
け
る
上
演
史
は
以
上
の
四

回
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
ロ
シ
ア
の
劇
作
家
と
し
て
は
、
チ
ェ
ー
ホ

フ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
、
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
に
次
ぐ
扱
い
だ
と
言
っ
て

よ
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
心
の
劇
場
』
の
翻
訳
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
ひ

と
つ
が
築
地
小
劇
場
の
上
演
台
本
に
用
い
ら
れ
た
高
倉
輝
訳
で
、

も
う
ひ
と
つ
が
、
後
に
世
界
戯
曲
全
集
巻
二
六
（
昭
和
四
年
）
に

『
最
も
重
要
な
こ
と
』
と
一
緒
に
収
め
ら
れ
た
熊
澤
復
六
訳
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
訳
は
、
も
ち
ろ
ん
筋
書
き
は
同
じ
で
あ
る
が
訳

さ
れ
方
に
お
い
て
実
に
異
な
る
。
同
じ
ロ
シ
ア
語
の
原
作
か
ら
翻

訳
さ
れ
た
と
は
と
て
も
思
え
な
い
ほ
ど
な
の
で
あ
る
が
、
問
題
は

題
名
の
下
に
あ
っ
た
。
熊
澤
訳
で
は
（
一
幕
）
と
あ
る
だ
け
な
の

だ
が
、
高
倉
訳
で
は
（
一
人
劇
）
、
と
あ
っ
て
、
し
か
も
モ
ノ
ド
ラ

マ
と
ふ
り
が
な
が
振
っ
て
あ
る
の
で
あ
る
。

　
高
倉
輝
は
京
大
英
文
科
在
学
中
、
六
年
間
に
わ
た
っ
て
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
大
学
卒
で
日
露
混
血
児
で
あ
っ
た
山
口
茂
一
に
ロ
シ
ア

語
を
教
わ
っ
て
い
た
。
語
学
力
が
抜
群
で
あ
っ
た
た
め
、
卒
業
後

京
大
の
嘱
託
と
な
っ
て
ロ
シ
ア
語
の
講
師
を
勤
め
た
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
戯
曲
や
バ
リ
モ
ン
ト
の
詩
な
ど
を
翻
訳
し

て
い
た
の
は
こ
の
時
期
に
あ
た
る
。
そ
の
経
歴
か
ら
し
て
高
倉
輝

が
そ
ん
な
語
を
誤
訳
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
本
文
に

は
な
か
っ
た
モ
ノ
ド
ラ
マ
の
ふ
り
が
な
を
、
　
一
幕
を
一
人
劇
に
し

て
振
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
か
く
し
て
、
『
心
の
劇
場
』
は
モ

ノ
ド
ラ
マ
だ
と
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。　
た
だ
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
自
作
に
本
当
に
「
モ
ノ
ド
ラ
マ
」
と

銘
打
っ
た
の
か
ど
う
か
は
、
原
書
が
手
元
に
な
い
た
め
残
念
な
が

ら
確
認
が
で
き
な
い
。
だ
が
、
『
心
の
劇
場
』
に
は
彼
の
モ
ノ
ド

ラ
マ
論
が
反
映
さ
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
な
の
で
あ

る
。
　
（
注
2
）

　
て
う
し
た
誤
解
は
大
正
、
昭
和
初
期
の
日
本
の
演
劇
研
究
者
に

限
ら
れ
な
か
っ
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
ス
リ
ン
で
さ
え
、
そ
の

『
不
条
理
の
演
劇
』
の
中
で
「
こ
の
一
幕
物
は
あ
る
人
間
の
内
部
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で
起
こ
る
モ
ノ
ド
ラ
マ
で
」
と
述
べ
、
不
条
理
劇
の
一
先
駆
で
あ

る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
エ
ス
リ
ン
は
『
心
の
劇
場
』

を
ベ
ケ
ッ
ト
の
『
勝
負
の
終
り
』
と
比
較
し
て
述
べ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
後
者
の
よ
う
な
「
臨
終
に
際
し
て
の
、
あ
る
個
性
の
分

解
を
描
い
た
」
戯
曲
を
モ
ノ
ド
ラ
マ
だ
と
新
し
く
解
釈
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
『
心
の
劇
場
』
も
モ
ノ
ド
ラ
マ
だ
と
言
え
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
だ
が
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
そ
の
よ
う
な
戯
曲
を
モ
ノ
ド

ラ
マ
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
何
よ
り
も
彼
は
モ
ノ
ド
ラ
マ
と
い
う
用
語
を
従
来
の
く
一
人
芝

居
V
と
い
う
意
味
で
は
用
い
て
い
な
い
。
『
陽
気
な
死
』
の
登
場

人
物
は
五
人
だ
し
、
『
心
の
劇
場
』
は
あ
る
一
人
の
男
の
心
の
中

が
舞
台
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
な
意
味
で
の
登
場
人
物
は
一
人
も
い

な
い
。
分
裂
し
た
登
場
自
我
が
三
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
が

投
影
さ
れ
た
妻
と
女
歌
手
（
踊
り
子
）
の
形
象
が
四
つ
、
そ
れ
か

ら
番
人
（
案
内
人
）
が
登
場
す
る
だ
け
で
あ
る
。
、

　
　
　
　
3

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
が
い
か
な
る
演
劇
論
で
あ
っ

た
か
を
解
説
す
る
前
に
、
皿
九
〇
〇
年
代
の
彼
の
活
動
を
追
っ
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
『
築
地
小
劇
場
』
の
研
究
者
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
し
て
モ
ノ
ド
ラ
マ
を
誤
解
す
る
に
至
っ
た
か
が
よ
く
分
か
る

か
ら
で
あ
る
。

　
一
九
〇
五
年
（
二
六
歳
）
戯
曲
『
ス
チ
ョ
ー
ピ
ク
と
マ
ニ
ュ
ー

ロ
チ
カ
』
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
ス
キ
ー
劇
場
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）

で
上
演
さ
れ
た
。

　
一
九
〇
六
年
（
二
七
歳
）
戯
曲
『
戦
争
』
が
ヤ
ヴ
ォ
ー
ル
ス
キ

ー
の
演
出
で
ロ
シ
ア
各
地
を
巡
演
。

　
一
九
〇
七
年
（
二
八
歳
）
第
一
戯
曲
集
を
出
版
。

　
一
九
〇
七
～
八
年
　
古
代
劇
場
第
｝
シ
ー
ズ
ン
（
中
世
劇
シ
リ

ー
ズ
）

　
一
九
〇
八
年
（
二
九
歳
）
『
演
劇
性
の
弁
護
』
を
発
表
q

　
一
九
〇
八
～
九
年
　
ヴ
ェ
ー
ラ
・
コ
ミ
ッ
サ
ル
ジ
ェ
フ
ス
カ
ヤ

劇
場
（
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
に
演
出
家
と
し
て
招
か
れ
、
女
優
の
弟

コ
ミ
ッ
サ
ル
ジ
ェ
フ
ス
キ
ー
と
と
も
に
演
出
に
あ
た
る
。
演
出
作

品
『
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ダ
・
リ
ミ
ニ
』
（
ダ
ヌ
ン
ツ
ィ
オ
作
）
、

『
執
事
の
ヴ
ァ
ン
カ
』
（
ソ
ロ
グ
ー
プ
作
）
、
『
サ
ロ
メ
』
（
ワ

イ
ル
ド
作
）
。
た
だ
し
、
『
サ
ロ
メ
』
は
直
前
に
上
演
禁
止
処
分
。

　
一
九
〇
九
年
（
三
〇
歳
）
夏
、
コ
ミ
ッ
サ
ル
ジ
ェ
フ
ス
キ
ー
と

と
も
に
〈
大
人
に
な
っ
た
子
供
の
た
め
の
陽
気
劇
場
〉
を
組
織
。

こ
こ
で
自
作
の
『
陽
気
な
死
』
と
『
夜
の
舞
踏
』
（
ソ
ロ
グ
ー
プ

作
）
を
上
演
。

　
一
九
〇
八
年
よ
り
、
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ラ
ル
テ
研
究
を
進
め
る

か
た
わ
ら
、
ヴ
ォ
ロ
ン
コ
ー
ワ
の
ド
ラ
マ
・
ス
タ
ジ
オ
で
指
導
を

続
け
る
（
一
九
＝
年
ま
で
）
。
　
ま
た
、
モ
ノ
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
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の
講
演
を
始
め
る
。
『
モ
ノ
ド
ラ
ヱ
旦
言
』
を
発
表
。

　
一
九
一
〇
年
（
＝
二
歳
）
〈
歪
ん
だ
鏡
〉
座
の
主
席
演
出
家
に

招
か
れ
る
。
モ
ノ
ド
ラ
マ
『
愛
の
芝
居
』
を
出
版
。

　
一
九
一
一
年
（
三
二
歳
）
『
舞
台
上
の
裸
体
』
を
発
表
。

　
一
九
＝
～
一
二
年
　
古
代
劇
場
第
ニ
シ
ー
ズ
ン
（
ス
ペ
イ
ン

黄
金
世
紀
演
劇
シ
リ
ー
ズ
）

　
一
九
一
二
年
（
三
三
歳
）
戯
曲
『
心
の
劇
場
（
魂
の
舞
台
裏
）
』

『
検
察
官
（
演
出
家
た
ち
の
道
化
芝
居
〉
』
を
書
い
て
く
歪
ん
だ

鏡
V
座
で
演
出
、
上
演
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
人
気
者
と
な
る
。

　
一
九
＝
二
年
（
三
四
歳
）
演
劇
論
集
『
演
劇
そ
れ
自
身
』
、
『
私

の
舞
台
で
』
を
出
版
。

　
一
九
一
四
年
（
三
五
歳
）
第
二
戯
曲
集
を
出
版
。

　
一
九
一
四
～
一
六
年
　
三
巻
か
ら
成
る
演
劇
論
集
『
自
分
自
身

の
た
め
の
演
劇
』
を
出
版
。

　
二
つ
の
革
命
間
の
、
演
劇
に
関
す
る
活
動
だ
け
を
追
っ
て
み
た
。

エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
自
身
が
モ
ノ
ド
ラ
マ
と
銘
打
っ
た
の
は
『
愛
の
芝

居
』
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
『
陽
気
な
死
』
は
彼
の
コ
メ
デ
ィ
ア
・

デ
ラ
ル
テ
研
究
の
成
果
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
『
心
の
劇
場
』

が
芸
術
キ
ャ
バ
レ
ー
〈
歪
ん
だ
鏡
〉
で
の
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
劇
場
で
、
彼
は
パ
ロ
デ
ィ
劇
を
書
い
て
演
出
し
て
、

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
観
客
た
ち
を
大
笑
い
さ
せ
る
こ
と
し
か
し
て
い

な
い
。
だ
が
、
『
陽
気
な
死
』
と
『
心
の
劇
場
』
の
間
に
、
モ
ノ

ド
ラ
マ
に
つ
い
て
の
講
演
と
宣
言
と
が
す
っ
ぽ
り
は
さ
ま
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
体
こ
の
二
つ
の
一
幕
劇
は
ど
ん
な
戯
曲
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
エ
ブ
レ
イ
ノ
ブ
の
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ラ
ル
テ
研
究
の
産
物
で
あ

る
『
陽
気
な
死
』
は
、
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
、
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
、
ピ

エ
ロ
そ
し
て
医
者
と
い
う
、
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ラ
ル
テ
で
お
な
じ

み
の
類
型
的
登
場
人
物
を
借
り
た
一
種
の
〈
死
の
演
出
劇
〉
で
あ

る
。　
死
期
が
今
夜
十
二
時
ま
で
に
迫
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
ア
ル
レ
ッ

キ
ー
ノ
は
、
絶
対
安
静
に
し
て
い
る
よ
う
に
と
の
医
者
の
忠
告
を

無
視
し
、
ま
た
青
白
い
顔
を
し
て
彼
の
身
を
案
じ
て
い
る
ピ
エ
ロ

を
よ
そ
に
、
残
さ
れ
た
生
の
最
期
の
時
を
い
か
に
喜
ば
し
く
輝
か

し
き
も
の
に
す
る
か
に
心
を
砕
く
。
死
神
が
訪
れ
て
く
る
時
を
わ

が
こ
と
の
よ
う
に
恐
れ
て
青
ざ
め
震
え
る
ピ
エ
ロ
を
あ
ざ
笑
い
、

ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
は
ピ
エ
ロ
の
恋
人
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
を
横
取
り
し

て
は
遊
び
ま
わ
る
。
死
を
こ
け
に
し
、
死
神
が
現
れ
て
も
一
緒
に

戯
れ
、
生
の
最
期
の
瞬
間
を
喜
ば
し
き
も
の
と
し
て
迎
え
よ
う
と

す
る
。
こ
れ
は
エ
ヴ
レ
イ
ノ
フ
の
死
生
観
を
表
し
た
戯
曲
で
あ
る

と
同
時
に
、
彼
特
有
の
「
冗
談
か
真
面
目
か
は
受
け
取
る
方
次
第
」

と
い
う
態
度
で
書
か
れ
た
道
化
芝
居
で
も
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
幕

切
れ
で
、
観
客
に
向
か
っ
て
ピ
エ
ロ
に
語
ら
せ
る
台
詞
に
よ
く
表

れ
て
い
る
。

一114



　
「
ま
ず
何
を
嘆
き
悲
し
め
ば
い
い
の
か
本
当
に
分
か
ら
な
い
の

　
で
す
。
ア
ル
レ
ッ
キ
ー
ノ
が
死
ん
だ
こ
と
、
コ
ロ
ン
ビ
ー
ナ
を

　
失
っ
た
こ
と
、
他
な
ら
ぬ
僕
の
辛
い
運
命
、
そ
れ
と
も
皆
さ
ん
、

　
こ
ん
な
不
真
面
目
な
作
者
の
芝
居
を
観
せ
ら
れ
た
お
客
様
が
た

　
の
運
命
な
の
か
。
作
者
は
こ
の
芝
居
で
一
体
何
が
言
い
た
か
っ

　
た
の
か
、
僕
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
己

　
人
生
に
対
し
て
つ
ね
に
両
面
価
値
的
（
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
）

な
態
度
を
取
り
続
け
た
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
意
図
が
、
当
時
の
若
者

ば
か
り
の
築
地
小
劇
場
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
、
ま
た
観
客
た
ち
に

よ
く
理
解
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
土
方
与
志
も
千
田
是
也

も
『
陽
気
な
死
』
に
つ
い
て
は
何
も
書
き
残
し
て
い
な
い
。
『
築

地
小
劇
場
』
の
巻
末
に
時
々
載
せ
ら
れ
た
、
観
客
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
投
書
の
な
か
に
も
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
の
も
の
は
一
つ
も
な

い
。　
し
か
し
、
『
陽
気
な
死
』
は
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
演
劇
界
で
は
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
た
作
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
一
幕
劇
五
篇
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
一
九
一
六
年
に
編
ん

だ
ベ
ッ
ク
フ
ォ
ー
フ
ァ
ー
は
、
こ
の
作
品
を
次
の
よ
う
に
評
し
て

い
る
。

　
「
戯
曲
と
演
劇
両
方
に
お
い
て
の
傑
作
で
あ
る
こ
の
作
品
は
、

　
『
知
恵
の
悲
し
み
』
以
後
の
最
良
の
ロ
シ
ア
戯
曲
で
あ
り
、
ま

　
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戯
曲
で
あ
る
。
そ
の
す
ば
ら
し
さ
は
他
の
ど
の

　
国
に
お
い
て
も
再
現
さ
れ
う
る
「
し
、
ま
た
正
し
く
評
価
さ
れ
る

　
だ
ろ
う
已
（
注
3
）

　
『
陽
気
な
死
』
は
第
一
次
大
戦
後
の
一
九
二
二
年
に
、
コ
ポ
ー

の
演
出
に
よ
り
ヴ
ィ
ユ
・
コ
ロ
ン
ビ
エ
座
で
上
演
さ
れ
て
い
る
し
、

ま
た
一
九
二
五
年
に
は
、
ピ
ラ
ン
デ
ル
ロ
の
演
出
に
よ
り
ロ
ー
マ

芸
術
劇
場
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
当
時
チ
ェ

ー
ホ
フ
と
並
ん
で
知
ら
れ
た
ロ
シ
ア
の
劇
作
家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
心
の
劇
場
』
は
、
〈
事
件
は
心
の
中
に
起
き
る
半
秒
間
の
出

来
事
V
と
い
う
但
し
書
き
が
付
さ
れ
た
一
幕
劇
で
あ
る
。
（
注
4
）

ド
ラ
マ
の
始
ま
り
に
先
立
っ
て
教
授
な
る
人
物
が
登
場
し
、
最
新

の
心
理
学
の
学
説
で
あ
る
と
称
し
て
、
ヴ
ン
ト
、
フ
ロ
イ
ト
、
リ

ボ
ー
な
ど
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
心
は
分
か
つ
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
互
い
に
性
質
を
異
に
す
る
数
個
の
自
我
の
複
合
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、
と
珍
妙
な
講
義
を
始
め
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
自
我
は
三
つ
の
自
我
、
す
な
わ
ち
合
理
的

自
我
（
理
性
）
、
情
緒
的
自
我
（
感
情
）
、
心
霊
的
自
我
（
永
遠

性
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
自
我
M
は
、
と
黒
板

に
チ
ョ
ー
ク
で
書
き
付
け
る
の
だ
。

　
M
1
＋
M
2
＋
M
3
1
1
M
（
全
人
格
）

　
そ
し
て
、
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
言
え
ば
、
心
が
切
な
い
と

い
う
と
き
胸
を
お
さ
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
あ
る
の
だ
と
言
っ
て

心
臓
の
辺
り
を
ど
ん
ど
ん
と
た
た
き
、
黒
板
に
心
臓
の
絵
を
描
い
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て
、
赤
で
血
管
を
青
で
神
経
を
書
き
込
む
の
で
あ
る
。

　
黒
板
を
除
け
る
と
、
舞
台
に
は
そ
の
絵
の
通
り
の
装
置
が
吊
ら

れ
て
い
る
。
鼓
動
の
音
が
響
い
て
、
心
臓
の
周
囲
に
赤
い
ロ
ー
プ

（
血
管
系
）
と
青
い
ロ
ー
プ
（
神
経
系
）
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
が
心
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
で
演
じ
ら
れ
る
三
つ

の
自
我
の
葛
藤
が
ド
ラ
マ
な
の
で
あ
る
。
魂
の
舞
台
裏
、
ま
た
は

心
の
楽
屋
が
舞
台
な
の
で
あ
っ
て
、
実
に
ふ
ざ
け
た
題
名
の
付
け

方
で
あ
る
。

　
心
の
中
の
出
来
事
な
の
で
、
名
前
を
持
っ
た
個
人
と
し
て
の
登

場
人
物
は
一
人
も
登
場
し
な
い
。
こ
の
あ
る
男
の
理
性
と
感
情
と

潜
在
意
識
が
人
格
化
さ
れ
、
三
人
の
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
こ

の
三
人
が
こ
の
男
の
心
の
全
体
だ
と
い
う
訳
で
あ
る
。
た
だ
し
、

心
霊
的
自
我
で
あ
る
潜
在
意
識
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
寝
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
男
の
心
の
中
で
は
、
彼
が
浮
気
を
し
て
い
る
女
歌

手
（
踊
り
子
）
を
め
ぐ
っ
て
、
理
性
と
感
情
が
激
し
い
口
論
を
し

て
い
る
。
理
性
は
、
家
庭
を
守
り
子
供
を
育
て
て
く
れ
る
貞
淑
な

妻
の
姿
を
強
調
し
、
家
庭
に
帰
る
こ
と
の
道
徳
的
価
値
と
必
要
と

を
訴
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
感
情
は
、
妻
が
い
か
に
退
屈
で
口
や

か
ま
し
く
、
家
庭
に
へ
ば
り
つ
い
た
下
ら
ぬ
女
で
あ
る
か
を
強
調

し
て
反
論
す
る
。
理
性
は
次
い
で
、
女
歌
手
の
厚
化
粧
の
下
に
隠

さ
れ
た
醜
さ
、
ふ
し
だ
ら
さ
を
強
調
す
る
。
す
る
と
感
情
は
逆
に

女
歌
手
の
美
貌
、
官
能
の
魅
力
を
力
説
し
な
が
ら
う
っ
と
り
と
し

て
し
ま
う
。
潜
在
意
識
は
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
舞
台
下
手
前
方
に

ト
ラ
ン
ク
に
腰
を
下
ろ
し
て
眠
り
こ
け
て
い
る
。
意
識
が
フ
ル
に

活
動
中
は
、
彼
の
活
動
す
る
出
番
は
な
い
の
で
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん

ふ
ざ
け
た
擬
人
化
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
滑
稽
な
こ
と
に
は
、
理
性
が
妻
や
女
歌
手
に
つ
い
て
語

る
と
、
そ
の
内
容
を
形
象
化
し
た
、
つ
ま
り
そ
の
よ
う
に
性
格
描

写
し
た
妻
と
女
歌
手
を
演
じ
る
二
人
の
女
優
が
登
場
し
、
感
情
が

語
る
と
ま
た
同
じ
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
妻
と
女
歌
手
は
、
理
性
と

感
情
の
主
観
（
も
し
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
れ
ば
だ
が
）

が
投
影
さ
れ
た
人
物
像
と
し
て
登
場
す
る
と
い
う
、
実
に
意
地
の

悪
い
、
し
か
し
非
常
に
滑
稽
な
筋
立
て
に
な
っ
て
い
る
。

　
人
間
の
心
の
内
部
を
楽
屋
裏
と
見
立
て
た
パ
ロ
デ
ィ
精
神
は
徹

底
的
に
旦
ハ
現
化
さ
れ
る
。
感
情
が
苛
立
っ
て
神
経
ロ
ー
プ
を
握
っ

て
揺
ら
す
と
、
理
性
は
頭
を
抱
え
て
転
げ
回
り
「
や
め
て
く
れ
！
」

と
叫
ん
だ
り
す
る
。
ま
た
、
恐
ら
く
神
経
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
電
話
で
も
っ
て
脳
へ
理

性
は
鎮
静
剰
を
、
感
情
は
酒
を
飲
ん
で
く
れ
る
よ
う
、
何
度
も
連

絡
し
て
頼
む
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
結
末
は
と
言
え
ば
、
理
性
と
争
っ
て
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い

る
間
に
、
女
歌
手
に
愛
想
づ
か
し
を
さ
れ
「
み
ん
な
冗
談
、
お
金

が
第
一
さ
」
と
言
わ
れ
た
感
情
は
、
電
話
で
脳
ヘ
ピ
ス
ト
ル
で
自
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殺
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
。
す
る
と
、
脳
が
「
怖
い
」
と
答
え

る
と
い
う
滑
稽
さ
で
あ
る
。
や
が
て
発
射
音
。
理
性
も
感
情
も
当

然
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。
舞
台
装
置
の
心
臓
か
ら
は
血
液
を
表

す
赤
い
テ
ー
プ
が
ど
っ
と
流
れ
出
す
。
す
る
と
、
眠
り
こ
け
て
い

た
潜
在
意
識
が
む
っ
く
り
起
き
上
が
り
、
番
人
に
追
い
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
ト
ラ
ン
ク
を
手
に
し
て
舞
台
か
ら
去
っ
て
い
く
。

最
後
の
最
後
ま
で
呆
気
に
取
ら
れ
る
ほ
ど
の
笑
い
の
連
続
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
に
一
九
一
〇
年
代
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
観
客
た
ち
は

大
笑
い
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
好
評
の
『
心
の
劇
場
』
は
、
一

九
一
七
年
十
一
月
に
革
命
が
勃
発
す
る
ま
で
〈
歪
ん
だ
鏡
〉
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
に
残
り
続
け
た
。

　
こ
の
戯
曲
は
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
に
よ
る
、
当
時
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
の
学
説
、
特
に
心
的
構
造
の

要
素
と
し
て
彼
が
概
念
化
し
た
自
我
・
超
自
我
・
エ
ス
の
パ
ロ
デ
ィ

劇
で
あ
っ
た
。
冒
頭
の
教
授
は
、
こ
の
フ
ロ
イ
ト
説
を
歪
曲
し
て
、

人
間
の
自
我
が
三
つ
の
自
我
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
、
い

わ
ば
デ
タ
ラ
メ
説
を
展
開
し
て
観
客
を
笑
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
通

常
は
決
し
て
の
ぞ
く
こ
と
の
で
き
な
い
心
の
中
が
、
擬
人
化
さ
れ

た
登
場
人
物
の
く
り
ひ
ろ
げ
る
葛
藤
と
し
て
目
の
前
に
展
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
心
、

通
常
決
し
て
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
の
な
い
く
心
の
楽
屋
V
な
の

で
あ
る
。

　
こ
の
パ
ロ
デ
ィ
劇
は
、
大
ま
じ
め
に
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
お
か
し

く
て
た
ま
ら
な
く
な
る
と
い
う
、
ち
ょ
う
ど
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
一
幕

劇
を
思
わ
せ
る
風
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
築
地
小
劇
場
の
『
心
の
劇
場
』
に
つ
い
て
は
観
客
か
ら
の
投
書

が
あ
っ
て
（
昭
和
二
年
第
七
号
）
、
彼
ら
が
こ
の
上
演
を
ど
の
よ

う
に
観
て
い
た
か
が
察
せ
ら
れ
て
興
味
深
い
。

　
「
ー
1
痛
快
だ
ね
。
グ
ロ
テ
ス
コ
派
が
一
方
に
あ
れ
ば
モ
ノ
ド

　
ラ
マ
が
あ
り
。

　
　
1
僕
に
は
教
授
の
初
め
の
方
の
論
断
が
「
明
白
」
で
な
か

　
っ
た
。
一
つ
の
精
神
現
象
が
情
緒
的
実
体
に
根
ざ
す
と
大
変
だ

　
と
い
う
の
は
面
白
い
ね
。
あ
れ
が
モ
チ
ー
フ
だ
な
。

　
　
1
ど
う
し
て
も
解
ら
な
か
っ
た
の
は
あ
の
M
を
追
っ
放
り

　
出
し
た
番
人
は
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
　
（
中
略
）

　
　
ー
一
対
の
妻
と
踊
子
の
ハ
ン
ド
ル
ン
ク
な
ん
か
は
さ
ん
た

　
ん
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
が
以
外
の
点
は
平
凡
だ
と
い
う

　
気
が
し
た
。

　
　
1
何
し
ろ
グ
ロ
テ
ス
ク
な
気
持
ち
が
息
を
つ
が
せ
な
か
っ

　
た
。
演
出
者
の
手
柄
だ
。
　
（
後
略
）
」

　
こ
の
投
書
さ
れ
た
劇
評
を
読
む
か
ぎ
り
で
は
、
『
心
の
劇
場
』

は
滑
稽
き
わ
ま
る
パ
ロ
デ
ィ
劇
で
は
な
く
、
深
刻
で
グ
ロ
テ
ス
ク

な
劇
だ
と
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
笑
い
な
ど
一
切

起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
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4

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
主
張
し
た
モ
ノ
ド
ラ
マ
は
、
一
人
芝
居
で
も

な
け
れ
ば
死
の
演
出
劇
で
も
な
く
、
ま
た
パ
ロ
デ
ィ
劇
の
こ
と
で

も
な
か
っ
た
。
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
と
は
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
理
想
と
す

る
演
劇
論
な
の
で
あ
る
。
　
（
彼
は
ド
ラ
マ
と
い
う
用
語
で
戯
曲
と

上
演
の
両
方
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
。
）

　
彼
が
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
見
な
す
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
想
像
力
を
働

か
せ
な
く
と
も
自
分
が
出
来
事
に
参
加
し
、
ま
る
で
登
場
人
物
に

な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
れ
る
ド
ラ
マ
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

登
場
人
物
へ
の
共
感
を
持
ち
、
　
「
共
に
生
き
る
」
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
上
演
で
あ
る
。
戯
曲
も
演
出
も
演
技
も
照
明
も
装
置
も
す

べ
て
そ
う
し
た
原
則
に
沿
っ
て
準
備
さ
れ
、
用
い
ら
れ
る
べ
き
な

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
上
演
が
可
能
な
と
き
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
こ
ち
ら

側
と
あ
ち
ら
側
で
同
じ
心
の
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

「
心
の
体
験
」
こ
そ
が
わ
れ
わ
れ
の
感
じ
る
美
の
喜
び
を
司
る
主

人
な
の
だ
。
そ
し
て
、
　
「
心
の
体
験
」
を
感
受
す
る
に
は
、
一
人

の
登
場
人
物
の
み
に
注
意
を
集
中
し
ρ
心
情
同
化
を
す
る
必
要
が

あ
る
。
私
の
ド
ラ
マ
、
す
な
わ
ち
観
客
の
一
人
一
人
の
ド
ラ
マ
と

な
り
つ
つ
あ
る
ド
ラ
マ
、
こ
れ
が
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
言
う
「
モ
ノ

ド
ラ
マ
」
な
の
で
あ
る
。

　
モ
ノ
ド
ラ
マ
に
お
い
て
は
、
登
場
人
物
の
心
の
状
態
は
完
壁
に

観
客
に
伝
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
登
場
人
物
が
知
覚
す
る
ま
わ

り
の
世
界
は
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
舞
台
に
再
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
時
、
ド
ラ
マ
と
登
場
人
物
の
表
象
は
同
一
化
す
る

の
だ
と
彼
は
語
る
。

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
さ
ら
に
、
モ
ノ
ド
ラ
マ
に
お
い
て
は
登
場
人

物
を
取
り
巻
く
世
界
は
、
登
場
人
物
の
知
覚
す
る
世
界
と
一
致
す

る
よ
う
舞
台
上
で
時
々
刻
々
と
変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説

く
。
外
か
ら
見
る
ド
ラ
マ
は
内
な
る
ド
ラ
マ
を
表
現
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
観
客
に
は
そ
の
時
点
で
見
る
べ
き
も
の
だ
け
が
見
え
れ
ば
い

　
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
暗
闇
の
中
に
沈
ん
で
い
れ
ば
い

　
い
己
（
注
5
）

　
こ
こ
で
彼
が
説
い
て
い
る
の
は
、
一
九
〇
九
年
当
時
に
は
未
だ

技
術
的
に
不
可
能
で
あ
っ
た
、
照
明
や
装
置
に
よ
る
微
妙
な
操
作

や
暗
示
な
ど
を
可
能
に
す
る
技
術
革
新
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
後
年

に
は
こ
う
し
た
技
術
的
な
こ
と
が
ら
に
は
一
切
触
れ
な
く
な
っ
て

へ
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
『
モ
ノ
ド
ラ
マ
宣
言
』
の
申
で
言
及
す
る
種

々
の
こ
と
が
ら
に
は
非
常
に
示
唆
に
富
む
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、

　
「
あ
る
感
情
か
ら
あ
る
決
ま
っ
た
身
振
り
が
生
ま
れ
る
と
い
う

　
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
逆
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
主
体
の
身
振
り

　
が
そ
の
主
体
の
心
に
身
振
り
に
応
じ
た
感
情
を
引
き
起
こ
す
の
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だ
。
　
「
身
振
り
」
と
い
う
概
念
を
モ
ノ
ド
ラ
マ
的
な
意
味
で
舞

　
台
装
置
の
変
化
の
一
つ
に
数
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
已
（
注
6
）

　
徹
底
的
な
リ
ア
リ
ズ
ム
嫌
い
で
あ
っ
た
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
反
自

然
主
義
的
演
劇
の
あ
り
う
べ
き
形
態
へ
向
け
て
提
示
し
た
一
つ
の

方
法
の
示
唆
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
全
体
が
反
自

然
主
義
的
演
劇
の
あ
り
よ
う
へ
の
一
つ
の
モ
デ
ル
の
提
示
で
あ
っ

た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
側
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
最
後
に
モ
ノ
ド
ラ
マ
を
次
の
よ
う
に
定
義
づ

け
る
。

　
「
「
私
の
ド
ラ
マ
」
と
な
り
う
る
完
全
な
ド
ラ
マ
で
は
、
厳
密

　
な
意
味
で
の
登
場
人
物
は
た
っ
た
一
人
し
か
考
え
ら
れ
な
い
し
、

　
行
動
を
担
う
主
体
は
一
人
で
し
か
あ
り
え
な
い
。
私
は
た
だ
そ

　
の
人
物
に
だ
け
心
情
同
化
し
、
彼
を
取
り
巻
く
世
界
や
人
を
、

　
彼
の
観
点
か
ら
把
握
す
る
の
だ
已
　
（
注
7
）

　
モ
ノ
ド
ラ
マ
を
観
て
い
る
観
客
が
他
の
登
場
人
物
を
受
容
す
る

の
は
、
行
動
の
主
体
の
意
識
に
反
映
さ
れ
た
場
合
だ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
他
の
登
場
人
物
た
ち
の
体
験
は
独
立
し
た
意
味
を

持
た
ず
、
行
動
の
主
体
で
あ
り
、
知
覚
す
る
「
自
我
」
に
反
映
さ

れ
て
初
め
て
演
劇
的
に
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　
こ
の
一
説
を
読
む
と
、
先
に
私
が
『
心
の
劇
場
』
は
こ
と
に
よ

る
と
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
自
身
に
よ
る
モ
ノ
ド
ラ
マ
の
パ
ロ
デ
ィ
な
の

で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
理
由
が
理
解
で
き
る
こ
と
と
思
う
。

　
何
し
ろ
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
、
彼
が
考
え
て
い
る
よ
う
な
モ
ノ
ド

ラ
マ
に
最
も
近
い
戯
曲
と
し
て
、
夢
や
長
く
続
く
幻
覚
が
描
か
れ

て
い
る
作
品
、
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
『
ハ
ン
ネ
レ
の
昇
天
』
や
メ
ー

テ
ル
リ
ン
ク
の
『
青
い
鳥
』
や
ア
ン
ド
レ
ー
エ
フ
の
『
黒
い
仮
面
』

を
例
に
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
に
は
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
も
う
一
つ
大

き
な
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
演
劇
が
決
定

的
に
隔
て
て
し
ま
っ
た
、
舞
台
と
観
客
席
の
関
係
を
再
び
融
合
さ

せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
の
解
決
で
あ
っ

た
。
こ
の
問
題
は
一
人
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
の

革
新
的
演
出
家
た
ち
の
頭
を
等
し
く
悩
ま
せ
た
問
題
で
も
あ
っ
た
。

あ
る
者
は
劇
場
構
造
の
変
革
に
よ
っ
て
、
ま
た
あ
る
者
は
演
出
や

演
技
の
方
法
の
変
革
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
し
、
観
客
の
感

覚
全
体
へ
さ
ら
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
訴
え
か
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
よ
う
と
し
た
。
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
は
「
自
我
」
の
融
合
に

よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
解
決
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
「
モ
ノ
ド
ラ
マ
は
さ
ら
に
、
現
代
の
演
劇
芸
術
の
焦
眉
の
問
題

　
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
客
席
と
舞
台
を
分
断
し
、
そ
の
関
係
を
断

　
ち
切
る
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か
と
い
う
問
題

　
も
解
決
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
。
主
人
公
の
思
い
描
く
イ
メ
ー
ジ

　
に
よ
っ
て
主
人
公
の
「
自
我
」
と
観
客
の
「
自
我
」
は
舞
台
上
、

　
つ
ま
り
芝
居
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
視
界
か
ら
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消
え
る
2
（
注
8
）

　
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
が
「
自
我
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
と
き
、
わ
れ

わ
れ
は
ど
う
し
て
も
『
心
の
劇
場
』
か
ら
の
連
想
に
よ
っ
て
、
こ

れ
を
心
理
学
的
な
概
念
と
捉
え
が
ち
に
な
る
が
、
彼
は
決
し
て
そ

の
よ
う
な
意
味
で
は
用
い
て
い
な
い
。
単
に
「
精
神
」
ま
た
は
「
意

識
」
と
受
け
取
っ
て
構
わ
な
い
だ
ろ
う
。
主
人
公
の
登
場
人
物
に

心
情
同
化
し
、
心
の
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
意
識
上
フ
ッ
ト

ラ
イ
ト
は
消
滅
し
て
、
舞
台
と
観
客
席
は
融
合
す
る
は
ず
だ
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
演
劇
は
か
つ
て
有
し
て
い
た
始
原
の

力
を
復
活
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
、
と
。

　
だ
が
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
そ
の
も
の
が
消
え
て
し
ま
っ
た
今
日
の

劇
場
で
は
、
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
を
想
像
す
る
こ
と
さ
え
難

し
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
5

　
築
地
小
劇
場
の
研
究
者
た
ち
は
、
そ
れ
で
は
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の

モ
ノ
ド
ラ
マ
論
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
八
住
利
雄
は
「
近
代
ロ
シ
ア
演
出
家
論
（
二
）
」

（
大
正
一
五
年
第
四
号
）
で
、
い
き
な
り
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
を
要
約

し
て
こ
う
述
べ
る
。

　
「
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
モ
ノ
ド
ラ
マ
の
理
論
は
、
二
つ
の
側
面
を

　
持
つ
。
そ
の
一
つ
は
人
生
観
と
し
て
の
哲
学
で
あ
り
他
の
一
つ

　
は
戯
曲
構
成
法
と
し
て
の
理
論
で
あ
る
。

　
　
人
生
観
と
し
て
の
モ
ノ
ド
ラ
マ
と
戯
曲
構
成
法
と
し
て
の
モ

　
ノ
ド
ラ
マ
は
、
一
元
よ
り
出
発
し
な
が
ら
甚
だ
疎
遠
ら
し
い
各

　
々
の
経
過
を
踏
ん
で
行
く
。
勿
論
、
人
生
と
劇
場
と
は
同
じ
も

　
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。

　
　
モ
ノ
ド
ラ
マ
の
人
生
観
的
側
面
は
、
彼
の
美
し
い
著
書
『
か

　
く
あ
る
べ
き
劇
場
』
（
テ
ア
ト
ル
・
カ
ッ
ク
・
タ
コ
ヴ
ォ
イ
）

　
或
は
彼
の
モ
ノ
ド
ラ
マ
と
自
称
し
た
数
多
の
戯
曲
を
見
れ
ば
、

　
明
瞭
で
あ
る
凶

　
モ
ノ
ド
ラ
マ
の
一
側
面
を
戯
曲
構
成
法
と
受
け
取
っ
た
の
は
、

「
彼
の
モ
ノ
ド
ラ
マ
と
自
称
し
た
数
多
の
戯
曲
」
と
あ
る
通
り
、

『
陽
気
な
死
』
も
『
心
の
劇
場
』
も
モ
ノ
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
思
い

込
ん
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。
確
か
に
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
の
一
部
分
に
は

『
心
の
劇
場
』
の
内
容
と
通
い
合
う
も
の
が
な
い
訳
で
は
な
い
。

だ
が
、
両
者
を
等
号
で
結
ぶ
と
、
と
た
ん
に
大
き
な
食
い
違
い
が

生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
モ
ノ
ド
ラ
マ
は
何
よ
り
も
、
た
だ
一
人
の
登
場
人
物
に
心
情
同

化
し
、
共
感
し
、
心
の
体
験
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
戯
曲
な
い
し

上
演
の
こ
と
・
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
心
の
劇
場
』
は
冒
頭
か

ら
こ
の
条
件
の
成
立
を
阻
害
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
の

教
授
の
珍
妙
な
心
理
学
講
義
で
あ
る
。
登
場
人
物
に
心
情
同
化
す

る
に
は
、
こ
の
講
義
は
あ
ま
り
に
も
邪
魔
な
の
だ
。
そ
こ
で
八
住
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利
雄
は
次
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
モ
ノ
ド
ラ
マ
は
致
命
的
な
矛
盾
を
持
つ
。
即
ち
そ
れ
は
観
客

　
の
幻
想
に
訴
え
な
が
ら
、
変
化
す
る
主
役
を
「
説
明
」
し
て
行

　
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
観
客
席
と
舞
台
と
の
綜
合
を
目

　
的
と
し
て
い
な
が
ら
、
先
ず
そ
れ
は
舞
台
を
解
剖
し
て
見
せ
ね

　
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
解
剖
は
し
ば
し
ば
舞
台
と
観
客
席
と
を
…
…

　
主
観
的
綜
合
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
程
、
疎
遠
に
分
離
せ
し
め

　
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
と
え
ば
彼
の
戯
曲
『
心
の
劇
場
』
に

　
於
い
て
甚
だ
し
い
。
観
客
は
最
初
に
「
教
授
」
の
黒
板
前
に
生

　
徒
と
な
る
事
を
強
い
ら
れ
る
の
だ
己

　
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
戯
曲
冒
頭
の
教

授
の
講
義
は
モ
ノ
ド
ラ
マ
で
あ
る
た
め
の
欠
点
に
な
る
も
の
な
ど

で
は
な
く
、
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
独
特
の
方
法
に
よ
る
パ
ロ
デ
ィ
成
立

の
た
め
の
不
可
欠
な
「
仕
掛
け
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
彼
が

同
年
に
書
い
た
も
う
一
つ
の
傑
作
一
幕
劇
『
検
察
官
（
演
出
家
た

ち
の
道
化
芝
居
）
』
で
も
同
様
な
の
で
あ
る
。

　
モ
ノ
ド
ラ
マ
を
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
人
生
観
の
哲
学
を
表
明
し
た

も
の
と
す
る
、
も
う
｝
つ
の
側
面
に
つ
い
て
も
、
残
念
な
が
ら
こ

れ
も
誤
解
の
産
物
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
八
住
利

雄
が
伝
え
た
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
人
生
観
、
例
え
ば
「
人
間
は
辛
く

厳
し
い
真
実
よ
り
も
、
甘
美
な
虚
偽
の
方
を
は
る
か
に
好
む
も
の

で
あ
る
」
は
、
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
の
中
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
誤
解
が
生
じ
た
か
と
言
え
ば
、
先
の
人
生
観

は
、
当
時
八
住
利
雄
が
翻
訳
中
で
あ
っ
た
は
ず
の
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ

の
四
幕
の
戯
曲
『
最
も
重
要
な
こ
と
』
（
一
九
一
＝
年
）
の
中
心

テ
ー
マ
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
と
強
引
に

結
び
付
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
モ
ノ
ド
ラ

マ
論
と
切
り
離
し
さ
え
す
れ
ば
、
先
の
発
言
も
、
人
間
は
現
実
を

変
容
し
よ
う
と
す
る
演
劇
的
本
能
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
説
も
、

ま
た
人
生
は
劇
場
で
人
間
は
自
ら
俳
優
・
演
出
家
と
し
て
生
を
演

劇
化
す
る
の
だ
と
い
う
説
も
み
な
、
確
か
に
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
演

劇
観
“
人
生
観
で
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
私
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
築
地
小

劇
場
の
研
究
者
た
ち
が
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
の
演
劇
論
に
強
く
関
心
を

引
か
れ
な
が
ら
、
モ
ノ
ド
ラ
マ
論
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を

「
誤
解
」
し
た
た
め
に
、
彼
の
戯
曲
の
本
質
を
捉
え
そ
こ
な
っ
た

過
程
を
追
っ
て
き
た
。
だ
が
私
は
今
で
は
「
誤
解
」
と
呼
ぶ
の
は

彼
ら
に
失
礼
に
当
た
る
だ
ろ
う
と
思
い
始
め
て
い
る
。
八
住
利
雄

が
大
正
一
五
年
第
二
号
に
、
　
「
も
と
よ
り
、
乏
し
い
文
献
に
よ
る

の
み
で
、
僕
自
身
、
こ
れ
等
の
人
達
の
演
劇
を
見
た
事
が
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
十
分
な
検
討
が
出
来
よ
う
と
は
思
わ
れ
な
い
」
と

書
い
て
い
る
よ
う
に
、
彼
ら
と
し
て
は
こ
れ
が
可
能
な
限
り
で
の

研
究
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

121



　
自
分
が
生
き
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
演
劇
を
的
確
に
把
握

し
、
誤
り
な
く
評
価
す
る
こ
と
ほ
ど
難
し
い
こ
と
も
な
い
。
同
時

代
演
劇
の
全
体
像
を
、
た
と
え
ロ
シ
ア
だ
け
で
も
捉
え
る
こ
と
な

ど
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
れ
は
ま
だ
演
劇
史

に
属
し
て
は
い
な
い
こ
と
が
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
1
）
雑
誌
『
築
地
小
劇
場
』
か
ら
の
引
用
は
、
復
刻
版
（
不

二
出
版
　
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。
引
用
に
際
し
て
は
、
新
字
、

新
か
な
に
改
め
た
。

（
2
）
エ
ヴ
レ
イ
ノ
ブ
自
身
に
よ
る
モ
ノ
ド
ラ
マ
へ
の
自
己
パ

ロ
デ
ィ
化
の
疑
い
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
モ
ノ
ド
ラ
マ
・
生
の

演
劇
化
』
（
明
治
大
学
　
『
文
芸
研
究
』
第
六
八
号
　
一
九
九

二
年
）
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

，
（
3
）
．
．
写
・
幻
器
゜
・
雪
寄
戦
．
器
邑
四
邑
ぎ
日

夢
①
o
ユ
α
q
ヨ
巴
ω
≦
一
葺
9
口
ぎ
け
δ
α
琴
怠
o
づ
σ
団
0
物

じ
o
①
o
与
o
h
雪
（
H
4
①
≦
　
照
O
肖
胃
　
一
Φ
刈
刈
勾
凶
『
ω
け
　
勺
口
げ
一
一
ω
7
Φ
傷
　
　
一
⑩
一
①
）

（
4
）
熊
沢
復
六
訳
で
は
「
心
の
中
の
二
分
の
一
分
間
の
出
来

事
」
．
と
あ
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
原
題
名
〈
フ
・
ク
リ
ー
サ
フ
・
ド
ゥ
シ
ー
〉

は
そ
の
ま
ま
訳
せ
ば
、
　
「
魂
の
舞
台
裏
」
あ
る
い
は
「
心
の
楽

屋
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
慣
用
に
従
っ
て
『
心

の
劇
場
』
ど
し
て
あ
る
。

（
5
）
『
ロ
シ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
　
テ
ア
ト
ル
ー
』

「
モ
ノ
ド
ラ
マ
宣
言
」
九
九
～
一
一
九
頁
（
国
書
刊
行
会
　
一

　
九
八
九
年
）

（
6
）
同
書

（
7
）
同
書

（
8
）
同
書
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